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牧
種
時
の
降
雨
が
小
婆
の
品
質
に
及
ぼ
す
影
響

-
、
緒

言

本
部
に
て
は
小
菱
の
牧
雄
時
期
は
恰
も
梅
雨
期
に
遁
遇
す
る
た
め
に
、
小
宮
震
は
屡
々
降
雨
の
害
一
を
蒙
る
事
が
tc
る
。
特
に
州
晴
天
候
が
長
期

に
亙
る
時
に
は
、
小
穿
は
牧
雄
図
維
と
な
り
、
又
は
牧
雄
後
の
乾
燥
が
不
能
と
な
っ
て
、
著
し
く
品
質
が
害
せ
ら
れ
、
甚
し
き
場
合
に
は
、

他
慨
を
生
じ
腐
敗
す
る
事
さ
八
あ
る
。
又
更
に
注
意
す
べ
き
事
は
、
小
山
賓
の
掛
殻
芽
現
象
で
tu
っ
て
、
小
山
会
が
牧
穫
期
に
降
雨
に
見
舞
は
れ
る

と
、
立
毛
の
ま
品
、
或
は
刈
取
後
に
樹
上
に
て
費
芽
す
る
事
が
あ
っ
て
大
な
る
損
害
と
な
る
事
が
あ
る
。

而

L
t降
雨
の
容
は
、
降
雨
日
数
の
長
い
程
大
な
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
小
委
の
品
種
に
よ
っ
て
も
被
害
の
程
度
を
具
に
す
る
の
で
あ

る
。
特
に
穂
費
芽
性
に
富
ん
だ
小
事
実
は
降
雨
の
影
響
大
で
あ
る
と
考
べ
ら
れ
る
@
よ
ワ
て
予
は
昭
和
十
二
年
に
嘗
研
究
所
産
の
小
委
を
用
ひ

て
試
験
を
行
ふ
と
同
時
に
、
宮
崎
臓
及
び
熊
本
勝
農
事
試
験
場
か
ら
三
種
の
小
萎
の
分
譲
を
受
け
て
試
験
に
用
ひ
た
。

二
、
試
験
の
方
法

て
試

料

小
賓
の
品
質
に
関
す
る
研
究
《
一
一
一
〉

ヨ一

O
五. -



小
委
の
品
質
に
関
守
る
研
究
(
一
一
一
〉

一一
一O
六

昭
和
十
二
年
産
小
萎

新
中
長
、
白
プ
シ
プ
、
貞
坊
主
、

一
蹴
熊
本
小
姿

二
、
撤

水

方

法

各
品
種
に
つ
き
、
牧
穫
期
の
生
穂
を
約
三

O
糎
の
長
さ
に
切
り
取
っ
て
束
ね
、
植
木
鉢
に
立
て
て
、
硝
子
室
内
に
て
水
道
に
よ
り
連
績
的

に
撒
水
し
た
。
〈
以
下
人
口
的
の
撒
水
を
総
て
降
雨
と
栴
す
る
事
に
す
る
)

降
雨
目
敏
は
各
品
種
に
つ
き
、
コ
百
、
六
日
及
び
九
日
の
三
直
と
し
た
。
向
封
照
と
し
て
無
底
理
の
も
の
を
作
っ
た
。

而
じ
て
右
の
如
く
撒
水
し
た
る
後
、
直
ち
に
乾
燥
脆
殺
し
て
そ
の
品
質
を
調
査
し
た
。

--T
試

験

の

結

呆

て
降
雨
を
受
け
た
る
小
奏
穂
の
蹴
況

新
中
長
は
穂
費
芽
性
た
き
小
宴
故
に
、
降
悶
九
日
に
及
ぶ
も
穂
積
芽
を
生
歩
る
事
は
殆
ん

E
た
い
。
も
ん
ピ
降
雨
に
・
曾
べ
ば
、
粒
は
光
樺
を

失
っ
て
外
概
不
良
と
な
る
。
六
日
及
び
九
日
の
降
雨
に
て
は
粒
は
著
し
〈
外
視
不
良
と
た
っ
た
。
向
降
雨
九
日
に
及
べ
ば
小
婆
は
異
臭
を
放

つ
様
に
な
っ
た
。

白
プ
ン
プ
は
峰
雨
三
日
に
て
少
数
の
穂
積
芽
を
生
じ
た
。
而
し
て
以
後
九
日
間
の
降
雨
に
で
も
穂
殻
芽
数
は
さ
し
て
増
加
し
た
い
が
.
芽

は
棚
上
に
で
攻
第
に
伸
び
て
、
長
き
も
の
は
一

om以
上
に
も
た
つ
た
。

貞
坊
主
は
穂
殻
芽
性
柏
k

多
く
、
叉
降
雨
九
日
に
及
ペ
ば
粒
は
異
臭
を
放
っ
織
に
な
っ
た
。

熊
本
小
委
は
著
し
く
穂
費
芽
性
強
〈
、
降
雨
三
日
に
で
殆
ん
ど
総
て
の
穂
に
殻
芽
し
、
降
雨
六
日
以
上
に
及
べ
ば
穂
は
緑
色
の
葉
に
で
援



寝 健一新中長
左より降雨九甲、六日、三日及び標態。
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左より降雨九日、六日、三日及び標盤。
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寝耳三 熊本小委

左より降:f:i九日、六回、三日及び標準。



は
る
L
に
草
り
ャ
粒
は
舟
ん
E
使
用
に
堪
へ
ぬ
慌
に
た
っ
た

F

降
雨
を
受
け
た
穂
の
扶
況
を
示
す
と
寝
耳
て
二
及
び
三
の
如
く
で
あ
る
e

二
、
費
芽
穂
歩
合
及
び
費
芽
粒
歩
合

穂
鷲
芽
b
z
生
じ
た
る
穂
散
よ
り
嘗
芽
穂
歩
合
を
算
出
し
、
股
穀
し
た
る
粒
に
つ
き
護
芽
粒
般
を
調
査
し
て
費
芽
粒
歩
合
を
算
出
し
た
。
結

強芽穂歩合及び褒芽粒歩合

聖書出里子1標坦|三日 l六日 1九日

設 新中長 o I 0 I 0.8 I 1-4 
芽 白プ yプ o I 2.7 I 29.6 I 46.4 I 
穏

貞坊主 。 釦.6 54.4 62.4 

(%) 。 91.8 1∞.0 

ft 新中長 。 0.2 0.2 0・5

芽 自プシプ 。 0.6 3.9 4.9 

粒
貞坊主 。 3.8 16.8 19.1 

(%) 
熊本小委 。 41.7 53.1 44.1 

第一表

小
委
の
品
質
に
闘
す
る
研
究
ハ
一
一
一
)

量豊芽m歩合は叩O穏中に於ける夜芽粒を有する穂の歎を

百分率にて示す。

震芽段歩合は乾燥脱穀して得たる粒中に含める震芽粒の

倒合を示す。

果
を
示
す
と
第
二
賓
の
如
く
で
め
る
。

第
一
表
に
於
て
見
る
様
に
、
新
中
長
は
降
雨
九
日
に
及
ぶ
も

殆
ん
ど
轍
濫
芽
b
L
生

-TQ事
な
く
、
白
プ
シ
プ
及
び
貞
域
主
は

九
日
後
に
は
嘗
芽
欄
歩
合
は
夫
k

四
六
・
四
及
び
六
二
・
四
%
に

注
し
、
粒
に
つ
い
て
見
る
に
夫
k

凶
・
九
及
び
一
九
二

dw
の
強

芽
粒
乞
生
じ
た
。
熊
本
小
委
は
穂
嘗
芽
性
に
富
み
、
穂
に
於
て

は
穂
費
芽
粒
を
含
ま
ざ
る
穂
た
く
、
粒
に
ワ
い
て
見
て
も
約
半

散
は
蛮
芽
粒
と
な
っ
た
。
熊
本
小
萎
の
輩
芽
粒
歩
合
に
於
て
、

降
附
九
臼
の
歩
合
が
降
雨
六
日
よ
り
反
っ
て
少
い
の
は
蛍
芽
し

た
粒
が
脆
粒
し
易
い
た
め
で
あ
る
。

、
降
雨
に
よ
る
小
婆
牧
雄
貴
の
影
響

牧
雄
時
の
降
雨
は
小
葵
の
品
質
を
害
す
る
と
同
時
に
、
枇
磁

ロ一

O
七



小
療
の
品
質
に
測
す
る
研
究
会
一
》

量
を
減
少
す
る
。
各
品
種
に
つ
帆
て
問
直
に
秤
量
等
分
し
て
降
雨
後
、
股
穀
調
製
し
て
毅
韮
量
を
秤
・
0
‘
小
穿
牧
量
の
蝿
型
化
M
L

調
査
し
た
。

一一一
O
久

調
製
に
際
し
で
は
選
別
用
の
金
網
を
用
ひ
で
飾
ひ
芽
の
附
着
し
た
る
粒
を
省
い
た
ω

芽
の
取
れ
た
粒
や
短
い
粒
は
省
か
れ
や
に
混
入
し
た
。

叉
降
耐
前
の
問
等
分
は
穂
に
童
の
附
い
た
ま
L
に
て
助
一
寸
分

L
た
も
の
で
あ
り
、
叉
脆
穀
の
際
の
損
失
も
あ
っ

て
、
牧
量
は
大
慢
を
一
示
す
に
過

牧磁時の降雨.と軟遣をの翻係

品 種じ竺竺|標坦 |三日 |六日 !九日

穀 ]O:(kg) 2，IE5 2.212 2.侃5 1.985 
新 中長

標牧鼠慣歩に射合す(%る〉 1∞.0 1也.2 95.4 ~I.7 

震(kg) 1.3ω 1.393 

白グシプ I 標枚蛍準に射合する 1∞心 100.2 90.3 I 82.7 
| 歩 C%)

穀 置くkg) 1.120 1.2∞ 0.846 0.806 
貞坊主

攻標治に射合する
麓歩 c，の 1∞心 107.1 75.5 72.0 

毅 震Ck~) 1.514 1.495 O.回O 0.5印
熊本小委

標枚E準Eに射合する 1∞.0 9S.8 37・0
歩く予~)

第二表

ぎ
な
い
。
結
果
を
示
す
と
第
二
表
の
如
《
で
あ
る
。

第
二
表
に
於
て
見
る
様
に
、
穂
遊
芽
の
多
い
小
萎
程
降
聞
に
よ
る
牧

畳
の
減
少
の
著
し
い
の
は
首
然
で
あ
っ
て
、
熊
本
小
寒
の
如
舎
は
六
日

聞
の
降
雨
で
牧
量
は
五
割
以
上
る
減
少
し
、
九
日
の
降
雨
に
て
は
六

dw
の
減
牧
と
な
っ
た
。
ゴ
一
日
の
降
雨
に
て
減
牧
の
な
い
の
は
、
穂
稜
芽

粒
を
多
散
生
・
ヂ
る
も
、
芽
は
短
小
で
め
っ
て
、
選
別
除
外
さ
れ
る
事
た

き
に
よ
る
の
で
あ
る
。

白
プ
ン
プ
及
び
貞
坊
主
に
で
も
六
日
以
上
の
降
雨
に
・
曾
へ
ば
牧
量
は

相
首
に
減
少
し
、
九
日
後
に
は
夫
々
一
七
，
%
及
び
二
八
%
の
減
牧
と
な

っ
た
。新

中
長
は
降
雨
に
よ
る
牧
量
の
減
少
最
も
少
く
、
九
日
の
降
雨
に
て

e
h
約
八
dw
の
減
牧
に
過
ぎ
な
い
。
新
中
長
の
減
枇
は
、
降
雨
の
た
め
粒

の
呼
吸
作
用
盛
と
伝
り
叉
機
生
物
の
作
用
を
受
け
て
粒
の
内
容
を
減
少



す
る
と
共
に
、
稽
よ
り
脆
粒
ず
る
も
の
が
増
加
す
る
に
も
よ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

四
、
降
雨
に
よ
る
小
脊
阿
賀
の
型
化

611.4 

の
短
小
去
る
粒
や
芽
の
と
れ
た
粒
は
省
か
れ
歩
に
混
入
し
た
。
特
に
熊

小
茶
品
質
の
調
査
に
首
つ
て
は
、
前
述
の
知
〈
脆
聾
し
た
る
粒
を
金
網
に
て
飾
ひ
、
殻
芽
粒
を
除
い
た
粒
に
つ
い
て
宥
っ
た
。
さ
れ
ど
芽

本
小
葬
に
於
て
は
之
等
の
混
入
が
多
い
。

〈
イ
v

千
粒
重
及
び
谷
積
重

千
粒
霊
及
び
一
立
重
量
、乞
示
す
と
第
一一一
表
の
如
く
で
あ
・る。

降
雨
の
た
め
に
小
委
粒
は
水
分
合
設
著
し
く
大
と
・
ほ
っ
て
、
呼
吸
作

用
盛
ん
と
な
り
、
且
つ
微
生
物
の
影
響
を
受
け
て
内
容
を
消
失
し
、
又

穂
費
芽
む
現
象
を
生
・
チ
る
事
に
ょ
う
て
、
千
粒
監
は
次
第
に
減
少
す
る

の
は
賞
鍛
で
あ
る
。
従
っ
て
第
三
世
棋
に
見
る
様
に
降
雨
臼
般
の
椴
加
と

共
に
千
粒
重
は
・
戎
第
に
減
少
寸
る
。
併
し
ヨ
日
聞
の
降
聞
に
て
は
殆
ん

ど
千
粒
重
に
費
り
な
く
、
反
っ
て
少
し
く
場
・
加
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

移
説
草
に
於
て
も
、
粒
は
降
雨
の
た
め
に
粒
聞
が
闘
滑
を
歓
く
に
至

り
、
又
穂
議
芽
生
生
や
る
た
め
、
降
雨
白
散
の
長
〈
な
る
と
共
に
弐
第

千粒重及びー立重

轄|手町標準¥s日|六日|九日

1 1f~ 引 先 I :釦ぬ |拘
25.05 25.16 27.25 白プン7

千

粒

小
療
の
品
質
に
闘
す
る
研
究
会
一
v

r減
少
す
る
の
は
賞
然
で
あ
る
。
新
中
長
を
見
る
に
、
降
削
三
日
に
て
は
殆
ど
減
少
を
承
さ
な
い
が
、

3 
Z8.11 

第三表

新 E

21.26 2l.17 21.36 21.80 貞坊 主

熊本小委 2s.82 31飽35.03 34-45 
重

宮
6臼7

E 
729.9 7442 E 

755.9 新中長

7回.2764.5 780.1 814.6 白プシプ

河5.2754.6 780.2 792.8 貞坊 主
立

軍
663.8 

一立重11:濁~製容積重測定器を用ひて1/4立重置を測

定L、一立の軍量にて示した。

694.2 781.8 熊本小委

六
日
に
て
は
減
少
梢
多
く
、
九
日
に

一一
-
0・%



小
委
の
品
質
に
関
す
る
研
究
ハ
一
乙

及
べ
ば
念
激
に
減
少
し
た
の
は
降
雨
九
日
に
及
べ
ば
小
薬
品
質
の
惑
饗
の
特
に
著
し
い
事
を
示
す
。
白
ア
シ
プ
及
び
貞
坊
主
に
於
て
も
次
第

二
O

に
減
少
し
て
、
九
日
後
に
は
標
準
に
比
し
て
夫
々
五
一

g
、
五
八

g
を
減
少
し
た
。
熊
本
小
宴
に
於
て
は
穂
議
芽
粒
を
混

-TQ事
大
な
る
た
め

特
に
容
積
震
は
減
少
し
、
一
ニ
日
後
に
も
標
準
に
比
し
て
約
九
Q
g
減
少
し
た
。
九
日
後
に
至
れ
ば
標
準
に
比
し
て
一
七
O

g
も
少
く
な
っ
た
。

《

ロ

)

降
雨
が
小
委
の
費
芽
力
に
及
ぼ
す
影
響

撒
水
後
耽
設
し
た
る
・
小
萎
を
よ
く
乾
惜
し
て
保
存
し
、
十
一
月
中
旬
に
護
芽
試
験
を
行
っ
た
。
勿
論
欄
費
一
牙
祉
は
慎
重
に
省
い
て
、
未
登

芽
粒
の
み
に
つ
い
て
行
っ
た
。
結
果
を
示
す
と
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。

護芽 歩合第 四 表

日

51.5 

28.0 

喝

35.8 

96.0 

言明標
嶋

田.5

1∞.0 

ω。
97.5 

新中長

貞坊主

熊本小委

自プ yプ

第
問
表
に
於
て
見
る
様
に
、
新
中
長
に
於
て
は
三
日
迄
は
全
然
強
芽
歩
合
は
減
少
し
た
い
が
、

六
日
に
て
は
八
六
・
八
dwと
た
り
、
九
日
後
に
は
著
し
く
減
少
し
て
三
五
・
八

dwと
な
っ
た
。

貞
坊
主
に
於
て
は
六
日
迄
は
減
少
な
く
、
九
日
後
に
は
五
了
五
%
に
減
少
し
た
。

熊
本
小
姿
に
於
て
は
次
第
に
減
少
を
示
し
、
九
日
後
に
は
健
か
に
二
八
・

O
Mと
な
っ
た
。

白
プ
ン
プ
の
み
は
九
日
後
に
於
て
も
強
芽
力
は
減
少
し
・
な
か
っ
た
。

斯
く
の
如
く
、
新
中
長
、
貞
坊
主
及
び
熊
本
小
川
合
に
於
て
降
雨
九
日
に
及
べ
ば
、
費
芽
歩
合
の

減
少
著
し
き
は
、
小
萎
の
品
質
に
も
型
化
著
し
き
を
示
す
も
の
と
見
る
可
き
で
あ
る
。
要
す
る
に

長
期
の
降
雨
に
侵
さ
れ
た
る
小
奈
は
種
子
用
と
し
て
も
不
可
で
あ
る
事
が
分
る
。

製

粉

結

果

〈ハ
V

右
の
如
く
小
・
姿
粒
の
品
質
U
L
調
査
す
る
と
共

κ、
削
渡
粉
を
行
っ
て
、
小
委
掛
と
な

L
て
そ
の
品



日
同
を
も
調
査
し
た
。
製
粉
歩
合
、
小
出
会
掛
の
色
潜
及
び
グ
ル
1
テ
ン
の
量
を
示
す
と
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

果

混同;??[製粉歩合I~、輸| 獄 量
の色湾構需要R盤|乾数量

得 鯉 7話良ゐ|ぷ6

新 三日 70・9 良 24.16I 8.回
中

六 日 72.3 中 23.52 8.64 
長

九 日 73.6 5，(0 

標 準 73.3 良 29.印 1008 
白

プ 一
日 72.3 良 2872 9.32 

ν 六 日 72.5 良 27.52 9.12 
プ

九 日 73.9 中 28.ω 9.32 

標 準 71.2 良 34.64 11.16 
貞

一一一 日 'i1.3 中 34.76 11.44 
坊

ノ占、日 70.7 中 34.32 10.ア2

日 71.7 下 31.日 10.28 

標 準 72.5 良 29.48 9.64 
熊

本 一一一 日 67.8 中 25.28 8.20 

d、 . 
六 日 68.9 下

苦是
九 日 69.6 下 2.6.40 I 9.12 

製
粉
歩
合
の
饗
化
を
見
る
に
、
新

中
長
に
於
て
は
降
雨
六
日
及
び
九
日

に
於
て
は
増
加
を
示
し
た
。
之
は
降

間
の
た
め
に
小
委
の
皮
部
が
脆
く
た

っ
て
掛
中
に
混
じ
易
く
な
っ
た
の
に

よ
る
で
め
ら
う
。
白
プ
ン
プ
に
於
て

も
降
雨
九
日
に
於
て
は
反
っ
て
少
し

〈
増
加
の
傾
向
を
示
し
た
。
貞
坊
主

に
て
は
殆
ん
ど
製
粉
歩
合
に
蝿
変
化
を

認
め
た
い
。
併
し
製
粉
は
穂
護
芽
粒

放
措
型
化
は
少
い
が
、
若
し
護
芽
粒
も
混
入
し
た
ま
h
製
粉
し
た
ら
ば
、
製
掛
歩
合
ー
は
著
し
く
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
熊
本
小
萎
に
於
て
、
コ
一

を
除
い
た
粒
に
つ
い
て
行
っ
た
も
の

結粉製第五表
日
聞
の
降
雨
に
て
製
粉
歩
合
の
最
も
小
な
る
は
、
降
雨
三
日
に
て
は
費
芽
粒
を
多
く
混
占
y
る
に
よ
る
の
で
あ
る
。

小
委
紛
の
品
質
を
見
る
に
、
新
中
長
に
於
て
は
三
日
間
の
降
雨
に
て
は
標
準
と
殆
ん
左
差
異
な
く
、
六
日
に
及
べ
ば
少
し
く
小
茶
掛
の
品

小
委
の
品
質
に
関
す
る
研
究
(
一

5

グ
ル
l
テ
ン
も
減
少
し
且
つ
品
質
不
良
と
訟
り
、
小
萎
粉
の
品
質
は
著

一一一一
一

賀
劣
り
、
九
日
に
及
べ
ば
小
委
粉
は
色
樺
不
良
且
つ
異
臭
を
放
ち
、



小
畿
の
品
質
に
閉
す
る
研
究
己
一
一
)

L
t不
・
氏
主
段
っ
た
。
白
グ
シ
プ
は
比
較
的
降
雨
に
よ
る
影
響
少
く
、
降
喧
パ
目
迄
は
さ
し
た
る
畢
墜
を
認
め
で
降
雨
九
日
の
み
は
タ

L

t
品
質
不
良
企
在
っ
た
。
貞
坊
主
は
三
日
後
に
で
も
小
委
併
の
色
樺
不
良
と
た
そ
九
月
後
に
は
杢
ノ
為
品
質
不
良
と
た
タ
も
う
態
本
小
委
は

降
雨
コ
百
に

τも
、
小
委
粉
は
包
津
黒
ヂ
み
で
不
良
と
訟
り
、
六
日
及
び
九
日
は
著
し
〈
不
良
と
な
ワ
も
ん
。
さ
れ
ど
グ
ル
1
テ
ン
は
品
質
に

τ2 

一
一

換
で
精
々
一
怨
費
し
た
る
如
く
た
る
も
、
減
少
は
僅
小
で
あ
る
U

製

麺

結

果

(
-
-
u
 

製
紛
し
た
小
菱
粉
に

τ麺
を
作
り
、
共
・
比
否
b
L
比
較
調
査
し
た
。
製
麺
方
訟
を
並
べ
る
と
‘
小
委
粉
一

o
o
gに
五
%
食
鍛
水
約
四

Oα

を
加
h

て
艦
〈
檀
ね
、
家
庭
用
製
麺
繰
の
ロ

l
a
w
に
一
五
回
か
け
て
一
定
の
厚
さ
の
姐
帯
と
な
し
、
切
忍
ロ

1
ル
に
か
け
て
製
麺
す
る
。
之

を
煮
沸
水
中
に
投
入
し
て
燃
で
、
冷
水
中
に
ニ

0
分
間
浸
潰
し
た
る
接
、
竹
質
上
に
て
こ

0
7間
水
左
切
る
。
右
の
如
〈
し
屯
作
っ
た
殖
を

約
二
時
間
放
置
し
た
る
後
に
、
共
の
如
き
調
主
を
た
す
事
と
し
た
。

殖
の
白
津

肉
眼
に
よ
る
。

仲

度

小
婆
粉
の
品
質
が
掛
費
す
る
時
は
、
粘
力
が
乏
し
く
依
り
、
従

ο
て
麺
は
切
れ
易
〈
怠
る
故
、
組
を
手
指
に
て
粧
く
持
ウ
て

物
楕
レ
に
借
A
Y

て
一
定
の
速
さ
で
引
き
延
し
、
切
れ
た
時
の
長
さ
を
測
っ
て
仲
皮
を
決
定
す
る
。
元
の
長
さ
《
二

cmvを
一
と
し
て
そ
の

倍
般
に
て
表
は
ず
事
と
し
た
。
二

O
回
の
平
均
に
よ
る
。

食

味

獄
食
に
よ
る
。

製
麺
結
果
を
簡
単
に
示
ず
と
、
第
六
衰
の
如
く
で
あ
る
。

新
中
援
に
於
て
は
、
降
悶
三
日
に
て
は
何
等
の
削
出
費
伝
〈
、
六
日
後
比
は
麺
の
色
樺
、
食
味
共
に
僅
か
乍
ら
不
良
と
危
っ
た
。
降
雨
九
日



は
特
別
に
離
え
姐
は
赤
黒
い
色
を
帯
び
、
異
臭
を
放
ち
、
食
味
不
良
と
な
り
、
且
つ
麺
は
粘
り
筑
を
失
っ
て
切
れ
易
く
な
っ
た
。
白
プ
シ

果

種目;?lmれ判 食 妹

標 準 l上t 1.64 上1
新

一 日 ! 主1 1.66 上1
中

日 i六 申2 1.64 中』
長

日 | 1.45 下s異臭あり九 下、

標 t箆 上1 1.日 上1

白
上1プ 一一一 日 1.69 上1

y 
六 日 上1 1.65 上1

プ
九 日 中2 1.65 中2

標 封書 上1 1.73 上1
貞

一
日 中z 1.57 中2 甘妹を帯」:

坊
六 日 1f:I:1 1m1恥 H

主
九 日 中4 1.56 下4 異臭あり

標 燈 上1 1.69 上1
熊

本 一 日 中2 1.57 中2 吉備り惑し甘し

d、 六 日 中3 1.47 中a " 
~ 

1但 |下4 " 九 日 下4

舗の色、食妹It上司中、下、にて良否を示L、It字It比

綾瀬位を示す。

プ
は
降
雨
に
よ
る
影
響
少
く

降
雨
六
日
迄
は
殆
ん

E
饗
化

た
〈
‘
九
臼
の
み
少
し
〈
不

良
と
な
う
た
1
6

貞
坊
主
は
降

間
三
日
に
て
も
、
組
の
色
禅

慈
し
〈
、
食
味
に
於
て
も
麺

の
舌
簡
り
泌
〈
、
且
つ
甘
味

を
帯
び
て
来
る
様
で
あ
る
。

且
つ
麺
の
粘
b
相
摘
も
械
払
少
し

て
切
れ
易
〈
な
っ
た
。
降
雨

九
日
に
及
べ
ば
麺
は
色
揮
不

る
。
熊
本
小
委
に
於
て
も
、
降
雨
三
日
に
て
姐
の
色
禅
劣
り
食
味
も
惑
い
。
降
雨
六
日
以
上
に
及
ぶ
と
製
麺
に
際
し
て
滑
か
た
麺
殺
を
作
り

山
氏
且
ワ
異
臭
を
帯
ぷ
る
に
至

結麺製第六表
難
く
、
且
つ
麺
は
著
し
く
切
れ
易
く
な
る
。

u

【
ホ
)

製

麺

刻

結

果

小
畠
賓
の
品
質
に
慨
す
る
研
究
会
一
}

ー
一一一一一一



小
委
の
品
質
に
関
す
る
研
究
(
一
一
一
)

製
麺
品
開
結
果
は
第
七
表
の
如
く
で
あ
る
。

製麺鮪結果

尚
1

寸一
上

一
上

上

中

中

一
5

2

3

8

一
n

u

p

c

c
口

町

F

一
E

U

r

D

n

“y
n

吋

一ド日目

標

一一

一
標

三

六

九

下

上

ど上ーヒ4日日
白
プ
シ
プ

上上上462 日六

中

中

出
-

出
-中

上上上451 E告標

下市
-

上431 日
熊

本

小

委
下下下、つぶれる401 日...... 

"、
下

三
一凶

新
中
授
に
於
て
は
、
六
日
迄

さ
し
た
る
型
化
た
し
。
九
日
後

に
は
姐
婚
の
内
部
の
色
も
キ
メ

も
不
良
、
且
つ
異
臭
を
帯
び
著

し
く
不
良
と
た
っ
た
。

小委騎1∞gにて製麺麹したり。

白
プ
シ
プ
に
於
て
は
九
日
の

味

上

上

上

下

上

出・

申・

中

最下下、つぶれる423 日九

み
僅
か
に
劣
っ
て
ゐ
る
。

貞
坊
主
は
三
日
後
に
も
鞘
k

不
良
と
な
り
、
九
日
後
に
は
異

臭
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。

態
本
小
窓
会
に
於
て
も
、
降
雨

麺
賄
の
形
等
は
さ
し
た
る
費
化
は
な
い
が
、
九
日
後
に
於
て
は
小
萎
粉
の
グ
ル
1
テ
シ
の
カ
が
弱
ま
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
麺
鈎
の
踊
部
崩
平

日
に
て
梢
々
謡
費
す
る
が
、

|うまssl食

上

上

中

上

上お6日7r.. 

貞

主

と
な
っ
て
外
形
悪
く
、
内
部
の
色
も
キ
メ
も
著
し
く
不
良
で
あ
る
。
九
日
後
に
は
更
に
不
良
で
あ
る
。

上

形

上

上

上

外

第七表

品種!3TIW
お泡

4a 

E自

日

日

襟

六

新

A

へV

小
委
粒
の
化
製
型
化

お3

471 

日

準

九
長

坊
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第八表

63 準標

0.44 6.51 3.36 O.旬3.881 76.26 10.211 2.67 2.句日
新

0.49 6.36 3.34 1.10 3.701 76.52 9.981 2.印1.回日

目

..... ノ、
中

長
0.68 5.o7 3.68 1.42 r

D
 

nu可
F
h
u
 

円

f'E‘
 

a
u
 

内

310.凶12.91 1.78 九

0.36 6.46 3.16 0.86 75.幻3.日11.221 2.38 1.90 E担標

ト一一

小
委
の
品
質
に
関
す
る
研
究
会
一
〉 0.37 6.39 2.73 0.75 76.43 3.59 2.45 11.臼1.85 日

白
プ

0.26 6.46 3.71 0.94 74.72 3.72 11.291 ::::.39 1.81 日..... 
〆、

y 

プ

n
u
n
u
n
u
n
u

一

泊

明

日

制

川

町

一

a
u
n
b
n
o
a
u

-

n
v
n
U
1
n
u
y
n，u

一

n
3
n
G
n
u
e
o

一

ワ

白

民

U

F

O

n

句

一

槌

お

m
m
一

n
U

唱

A

唱

A

'

L

-

F

O

n

E

H

ロ

ハ
U

一

内

口

唱

t

n

v

η

a

-

F

7

6

7

一

辺

侃

閉

包

一

q
u
q
u

。u
q

u

一

邸

周

脱

却

一

円

&

円

G

n

L

n

G

一

お

U

鈎

河

一

η
4

内

d

内

4

n

G

一

m
a
m川
崎

一

a
m
m叫

M
仰

の

&

唱

.

‘

。

ゐ

唱

ム

一

0
6

唱
-e

唱
A

内

4

猶

・

日

日

一

種

目

六

九

一

標

主

一

0.35 

12 

6.53 432 1.~2 73.95 

3.32 

3.41 

3.61 11.421 2崎

Z国

2.76 

12 

1.84 日

坊

九

標.
貞

0.46 6.55 3.27 O.抱75.98 3.50 11.231 2.42 

0.60 6.17 5.河2.13 69.46 3.67 2.39 11.12 日
熊

本

小

委
0.62 

0.73 

6.18 

5.94 

6.12 

6.回

2.16 

2.71 

69.62 

67.86 

3.89 

4.25 

2.47 

2.52 

11.72 

11.80 日

..... ，、

九

小
委
粒
は
分
析
を
行
っ
て
、
小
委

の
成
分
が
降
雨
に
よ
っ
て
如
何
た
る

影
響
を
蒙
る
か
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
結
果
を
示
す
と
第
八
表
の
如
く

で
あ
る
。

粒
の
成
分
の
費
化
を
見
る
に
、
小

委
品
種
に
よ
っ
て
礎
化
の
程
度
が
異

っ
て
ゐ
る
。
新
中
長
、
白
プ
シ
プ
は

型
化
少
く
、
貞
坊
主
、
時
本
小
山
骨J
は

楠
・
強
芽
・竿
な
す
た
め
に
、
従
っ
て
成

分
の
幽
変
化
著
し
い
。
た
ほ
分
析
に
於

て
も
一
斑
芽
粒
を
省
い
た
粒
に
つ
い
て

行
っ
た
の
で
、
費
化
は
比
較
的
少
い

が
、
若
し
瑳
芽
粒
を
も
混
入
し
た
ま

ま
分
訴
す
れ
ば
、
貞
幼
主
や
熊
本
小

姿
に
於
て
は
更
に
大
な
る
域
型
化
を
認

め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

一一一一

五



小
委
の
口
問
責
に
闘
す
る
研
究
ハ
一
一
一
)

三
一六

小
変
粒
の
成
分
に
し
て
最
も
型
化
の
著
し
い
の
陥
合
水
提
山
端
で
あ
る
伊
削
ち
樹
分
・
糊
精
は
増
加
し
澱
粉
陪
減
少
す
る
。
之
小
饗
粒
は
登

芽
作
用
を
起
す
た
め
、
搬
粉
は
，
次
第
に
分
解
さ
れ
て
給
分
及
び
糊
精
を
生
事
る
に
亙
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
熊
本
小
宮
費
に
於
て
は
降
雨
ロ
一
一
回

後
に
も
著
し
い
費
化
が
認
め
ら
れ
、
降
雨
九
日
後
に
至
れ
ば
澱
粉
は
約
八

dwも
減
少
し
、
糖
分
及
び
糊
精
は
犬
夫
約
二
%
及
び
一
二
%
の
柑
加

b
t
な
し
て
ゐ
る
。
指
新
中
長
の
様
に
全
く
穂
強
芽
し
ゑ
い
小
宴
に
於
て
も
、
弐
第
に
糖
分
、
糊
精
の
増
加
を
認
め
る
の
は
、
小
委
粒
が
水
分

含
量
大
と
な
ワ
て
呼
吸
作
用
が
盛
ん
と
な
る
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。

組
繊
維
量
も
降
剛
日
数
の
崎
加
と
共
に
，
増
加
す
る
。
之
降
雨
の
た
め
に
小
葬
粒
の
生
理
作
朋
盛
ん
と
な
り
、
従
っ
て
内
移
の
消
耗
す
る
を

一
示
す
と
見
る
可
き
で
あ
る
。

敵
度
も
降
雨
日
般
の
峨
釦
と
共
に
増
加
す
る
。
特
に
新
中
長
の
降
雨
九
日
に
於
て
著
し
く
増
加
し
た
の
は
、
徹
等
の
繁
殖
し
た
る
は
よ
る

の
で
あ
ら
う
。

蛋
白
質
は
内
容
の
費
化
は
-
b
る
ベ
け
れ
ど
、
閥
単
に
常
識
量
よ
り
足
並
す
る
も
明
確
な
る
嬰
化
を
認
め
な
い
。

小
山
骨
粉
の
分
析

(

F

)

 

小
委
粉
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
は
第
九
表
の
如
く
で
あ
る
a

小
萎
粉
の
組
蛋
白
質
、
蝉
類
可
溶
蛋
白
質
、
グ
ル
テ
-
一
シ
及
び
グ
リ
ア
ヂ
ン
の
景
を
調
悲
し
た
る
民
、
盛
期
可
溶
時
点し
誌
は
何
れ
も
降
雨
日

数
と
共
に
次
第
に
増
加
し
た
。
グ
リ
ア
ヂ
ン
及
び
グ
リ
テ
ュ
ン
に
於
て
は
一
般
に
さ
し
た
る
獲
化
た
く
、
降
雨
に
よ
っ
て
一
定
の
傾
向
を
示

さ
な
い
。
要
す
る
民
小
寒
'中
の
寄
託
業
量
は
さ
し
て
饗
化
少
く
、
主
と
し
て
・
質
的
の
錨
変
化
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

粉
に
於
て
も
含
水
炭
素
の
費
化
が
最
も
著
し
き
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
貞
坊
主
及
び
熊
本
小
宴
に
於
て
は一一一
H
後
に
も
栴
分
、
糊
精
は
著
し



〈
槍
楓
し
、
澱
粉
は
著
し
〈
減
少
す
る
。
新
中
長
に
於
て
も
三
日
後
は
標
準
と
差
異
た
い
が
、
六
日
後
に
及
べ
ば
灘
粉
は
減
少
し
糖
分
、
糊

小委粉の分析結果〈乾物百分中〉

品種iJfl判官襲lftテlWIFE|澱紛|判附|
標 E思 09.4 9 8?.4 90 zt6 4ラ.459 I観.ー7と， 5 7% 8.66 話3 2F.451 1 

新

一一
日 0.96 9.09 2.87 4.49 1.73 78.68 0.57 2.45 

中
9.泊 1.85 -ノS、- 日 0.97 2.71 4.61 77.14 0.89 3.22 

長
3・28I 九 日 0.88 8.日 2.29 4.40 1.89 76.71 1.26 

標 E回 0.71 9.96 2.63 5.48 1.85 77.76 O.印 2.55 
白

τF 
一一一

日 0.53 9.94 2.80 5.41 1.73 77.67 O.田 2.56 

ν 六 日 0.55 9.74 2.91 5.26 1.61 77.35 0.65 2.94 
プ

九 日 0.64 9.90 2.79 5.41 1.70 77.79 0.63 2.77 

標 塑 O.泊 10.95 2.79 6.22 1.95 77.38 0.52 
貞

一一
日 0.75 11.27 2.97 6.29 2.01 75.02 1.22 4.19 

坊
0.94 町a，A、a 日 11.64 2.94 6.60 2.叩 73.99 1.34 4.711 

主
2.08 九 日 0.63 11.22 3.14 6.00 75.16 1.17 3.671 

fI!l 0.81 9.回 2.87 5.24 1.76 77.15 0.61 
熊

0.57 9.32 2.35 5.29 1.66 73.78 2.55 5.001 本
一一一

日

d、 六 日 0.63 9.97 2.64 5.44 1.88 73.27 2.56 6.16 
重E

9.93 2.73 2.52 5.88 1 7L 日 O.飽 5.42 1.78 72.25 

第九表

ゆ
置
裂
の
品
質
に
剥
す
る
研
究
会
一
V

精
は
増
加
す
る
。

(
チ
V

昨
索
活
力
の
襲
化

小
委
粒
に
つ
い
て
ヂ
ア
ス
タ
ー

ゼ
及
び
カ
タ
ラ
1
ゼ
活
力
注
調
査

し
た
。調

高
方
法
を
簡
単
に
述
べ
る
と

小
多
粒
の
粉
末
に
十
倍
量
の
蒸
溜

水
P
L
加
へ
て
時
々
振
濯
し
つ
与

時
開
放
置
し
た
る
後
温
過
し
、
鵡

液
を
以
ワ
て
酵
素
液
と
し
、
・
宍
の

方
法
に
よ
っ
て
酔
索
活
力
を
試
験

し
た
。ヂ

ア
ス
タ

ー
ゼ

酵
素
液
五
回

に
一
，
%
前
一
溶
性
澱
粉
溶
液
ニ

cm

を
加
で
一
ニ

0
・民
C
に
一
時
間
放

一一一ァ七



小
委
の
品
質
に
節
す
る
研
究
門
一
一
一
ν

一一一一八

置
し
た
る
後
に
、
生
じ
た
る
縮
分
一
を
ベ
ル
ト
ラ
ン
法
に
よ
っ
て
定
量
す
。
封
服
と
の
差
(
g
)
を
以
て
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
活
力
を
一
示
す
。

m
 

n-m過
7

カ
タ
ラ

1
ゼ

酵
素
液
五
∞
に

0
・
五
%
過
酸
化
水
素
液
一

O
印
を
加
で
一
ニ

0
分
間
放
世
し
た
る
後
、
硫
酸
酸
性
と
な
し
、

シ
ガ
ン
酸
加
盟
に
て
残
留
せ
る
過
酸
化
水
議
を
滴
定
す
る
。
封
服
と
の
差
散
(
白
)
を
以
て
カ
タ
ラ

l
ゼ
活
力
を
示
す
。
結
果
を
示
す
と
第
一

O
表
の
如
く
で

b
る。

ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
一
般
に
降
雨
日

数
の
増
加
と
共
に
増
加
し
た
。
特
に

貞
坊
主
及
び
熊
本
小
委
に
於
て
増
加

多
し
。
向
酵
素
活
力
の
測
定
に
営
つ

て
も
、
費
芽
粒
を
飾
別
し
た
粒
に
つ

い
て
行
っ
た
も
の
故
、
若
し
蛮
芽
粒

を
も
省
か
宇
し
て
測
定
す
れ
ば
増
加

は
更
に
著
し
い
の
で
あ
ら
う
。

小委粒の醇索活力

長
1.9 

23.9 

17.2 

却.7

21.6 

11.2 

8.4 

17.2 

7.8 

同Jf| ゴ:~ I ~2ヲ
cc 

14.7 

14.0 

9.7 

66.9 

72.6 

73.l 

74.1 

74.4 

73.5 

釦.6

15.0 

23.6 

6.5 

mg 
印.0

62.2 

62.9 

日

準

日

日

63.2 

62.7 

71-7 

72.2 

94.1 

準

日

日

71. 

標

..L・"、
日

準

日

日

87.0 

90.1 

治

日

日

日

第一0表

標

六

自
プ
y 

プ

日

九

標

六

九

標

九

新

中

貞

坊

_._ 
ノ、

主

熊

本

小

委

カ
タ
ラ

1
ゼ
活
力
は
小
官
会
の
品
種
に
よ
っ
て
著
し
く
費
化
の
傾
向
が
異
っ
て
ゐ
る
。
新
中
長
は
降
雨
日
数
の
増
加
す
る
に
従
っ
て
活
力
減

少
し
、
白
プ
ン
プ
は
三
日
後
に
は
少
し
く
減
少
す
る
も
、
六
日
、
九
日
に
は
再
び
少
し
く
増
加
し
た
。
・
兵
坊
主
、
熊
本
小
多
・
も
降
雨
三
日
に

は
少
し
く
減
少
す
る
も
六
日
後
に
は
増
加
し
、
九
日
後
に
は
叉
著
し
く
減
少
し
た
。
カ
タ
ラ
1
ゼ
活
力
は
小
委
の
生
活
力
と
聞
係
の
深
い
も

の
で
あ
っ
て
、
降
雨
九
日
に
至
れ
ば
一
般
に
活
力
の
減
少
す
る
は
、
時
雨
の
た
め
粒
貨
の
惑
獲
を
示
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。



回
、
考

察

以
上
の
様
に
小
委
は
牧
雄
時
に
降
雨
に
見
舞
は
れ
る
と
、
品
質
は
弐
第
に
謡
費
す
る
e

而
し
て
降
雨
日
数
の
長
く
た
る
と
共
に
品
質
感
費

の
犬
な
る
は
首
然
で
あ
る
が
、
降
雨
の
影
響
は
叉
小
薬
品
種
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
特
に
小
委
の
穂
強
芽
性
の
多
寡
に
よ
っ
て
非
常
に
異
る

の
で
あ
る
。

新
中
長
は
穂
護
芽
性
の
全
く
な
い
小
変
で
あ
っ
て
、
従
つ
℃
降
雨
に
よ
る
影
響
は
比
較
的
少
い
。
六
日
間
位
の
降
雨
に
・
曾
っ
て
も
小
委
品

質
に
殆
ん
ど
影
響
は
な
い
。
併
し
降
雨
に
・
世
田
へ
ば
小
委
の
外
観
や
物
理
的
性
質
は
著
し
く
謡
費
ず
る
。

白
プ
シ
プ
も
穂
費
芽
性
の
少
い
小
姿
で
あ
る
か
ら
、
降
雨
に
よ
る
小
委
品
質
の
必
費
は
少
い
。
併
し
之
等
の
小
姿
で
も
長
期
の
降
雨
に
曾

ふ
と
、
例
へ
ば
九
日
に
も
及
ぶ
と
、
小
萎
は
仙
憾
の
費
生
等
の
た
め
に
小
委
品
質
の
著
し
く
悪
質
す
る
事
が
あ
る
。

貞
城
主
は
梢
k

拙
費
芽
性
に
富
む
た
め
に
、
降
刷
の
影
響
を
受
け
易
く
、
小
萎
は
品
質
一品
種
す
る
と
共
に
、
牧
量
の
減
少
を
も
菟
れ
た
い
。

熊
本
小
袋
は
最
も
梱
費
芽
性
に
富
み
、
従
っ
て
降
雨
に
よ
る
影
嘗
著
し
く
、
僅
か
に
三
日
間
の
降
雨
に
よ
っ
て
も
総
て
の
穂
上
に
費
芽
し

従
っ
て
品
質
著
し
く
祖
霊
化
す
る
。
降
悶
が
六
日
に
も
及
べ
ば
、
穂
は
維
色
の
芽
に
て
聾
は
れ
、
牧
量
を
著
し
く
減
じ
、
小
委
の
粒
質
も
犬
い

に
費
化
す
る
。
従
っ
て
小
芽
粉
と
た
し
℃
'
も
品
質
の
謡
費
著
し
そ
、
殆
ん
ど
小
萎
粉
と
し
て
の
慣
値
な
き
に
至
る
。
例
へ
ば
麺
を
製
す
る
も

粉
は
粘
り
気
を
失
。
て
ゐ
る
た
め
、
中
K

設
の
な
麺
帯
と
な
ら
歩
、
ぷ
つ

fxの
姐
し
か
出
来
な
い
。
姐
拍
と
な
す
に
も
グ
ル
1
テ
ン
の
質

の
悪
費
の
た
め
、
麺
は
膨
れ
や
し
て
形
の
謡
い
麺
狛
し
か
出
来
ぬ
。
此
の
様
に
小
袋
は
降
雨
に
よ
っ
て
品
質
が
惑
費
す
る
と
共
に
叫
収
穫
量
も

著
し
く
減
少
し
、
昨
雨
を
受
け
な
い
場
合
の
約
四
二
%
し
か
取
れ
な
く
な
る
。
降
雨
九
日
後
に
は
勿
論
小
委
は
使
用
に
堪
へ
ぬ
様
に
去
り
、

小
委
の
品
質
に
関
す
る
研
究
会
己

一一
二
九



小
委
の
口
問
寅
に
闘
す
る
研
究
会
一
以

a 

一一一ニ
O

仙帆量
V
僅
か
に
三
七
%
と
な
つ
が
。

以
上
の
胤
に
牧
雄
時
の
臨
時
聞
の
影
響
は

h

t 

六
回
位
の
降
耐
に
・
且
つ
玄

併
し
東
坊
主
蹴
民
の
械
部

Z

と
τ、
若
し
ゐ
牧
雄
官
権
最
れ
る
場
合
広
は
著
し
き
損
害
量
れ
な
い
。

定
全
唱
匂
あ
る
。林

容
は
梢
危
険
で
主
て
、
熊
本
小
宮
様
に
極
端
に
菱
重
に
富
む
小
宮
非
常
に
危
蹟
で

プ
シ
プ
程
・
抵
の
穂
護
芽
性
な
れ
ば
米
だ
安
全
で
あ
る
。

性
の
如
何
に
よ
っ
て
非
常
に
異
り
、
新
中
長
の
如
〈
全
く
穂
護
芽
性
の
な
い
小
奏
な
れ
ば

玉、

摘

要

一
、
牧
雄
時
の
降
闘
が
小
穿
の
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
し
た
。

二
、
新
市
長
、
白
プ
シ
プ
‘
貞
坊
主
及
び
一
一
拙
熊
本
小
害
対
の
同
品
種
の
穂
輩
芽
性
を
異
に
す
る
小
苓
を
試
料
と
な
し
、
牧
穫
期
の
生
穂
を
切

っ
て
車
&
な
し
、
連
続
的
に
撒
水
し
た
。

コ
一
、
撒
水
日
数
は
一
一
一
目
、
六
日
及
び
九
日
間
の
ロ
一
晃
り
と
し
た
。

凶
、
降
雨
の
小
穿
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
降
刷
日
教
の
長
く
な
る
程
大
と
な
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
特
に
小
奈
の
穂
褒
芽
性
の
多
少
に
よ
っ

て
影
響
を
異
一
に
す
る
。

五
、
穂
費
芽
性
の
な
い
小
姿
は
、
降
雨
に
遇
へ
ば
粒
の
外
観
は
不
良
と
な
る
が
、
内
容
に
は
影
響
少
く
、
六
日
間
位
の
降
雨
は
さ
し
て
影
響

し
な
い
。
併
し
降
雨
九
日
に
も
及
ぶ
と
徹
等
を
生
や
る
た
め
に
品
質
悪
幽
愛
す
る
事
が
あ
る
。

六
、
穂
殻
芽
性
大
・
な
る
小
委
は
、
降
雨
三
日
に
て
も
鷲
芽
粒
を
生
事
る
た
め
粒
質
の
費
化
著
し
く
、
降
雨
六
日
に
も
及
べ
ば
品
質
の
悪
費
と



共
に
牧
量
著
し
く
減
少
す
る
。

七
、
穂
積
芽
の
矯
め
に
牧
量
を
減
や
る
程
度
は
穂
蛮
芽
性
の
程
度
に
従
ふ
の
で
、
穂
褒
芽
性
の
大
な
る
品
種
、
例
へ
ば
熊
本
小
療
は
六
日
間

の
降
雨
に
て
五
八
dw、
九
日
の
降
雨
に
て
六
一
一
寸
%
の
減
少
を
見
売
。
併
し
繍
環
芽
性
の
少
な
き
品
種
、
例
へ
ば
新
中
畏
の
如
き
は
降
雨
一
一
一

自
に
て
敬
量
減
無
〈
、
六
日
に
て
五
dn
、
九
日
に
て
八
dw
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
補
習
芽
佳
の
少
き
品
種
を
選
ぶ
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

八
、
千
粒
量
、
容
積
重
及
び
蛮
芽
歩
合
は
降
雨
日
般
の
長
き
時
に
減
少
し
た
。
そ
の
程
度
は
品
種
に
よ
り
て
異
る
。

九
、
製
粉
歩
合
、
粉
の
色
樺
及
び
歎
量
は
降
削
三
日
位
迄
は
差
支
へ
た
い
が
、
そ
れ
以
上
長
く
な
れ
ば
製
粉
歩
合
も
減
巳
、
勝
の
色
紙
伸
を
損

し
、
歎
量
も
減
少
し
且
っ
そ
の
宵
も
劣
費
す
る
。

一
O
、
製
麺
及
製
麺
婚
の
結
果
は
楠
費
芽
性
の
占
へ
な
る
小
委
に
て
は
、
降
雨
三
日
に
で
も
、
大
に
劣
泊
費
す
る
が
、
欄
費
芽
性
の
少
な
き
品
種

た
ら
ば
降
雨
六
日
位
迄
は
差
支
た
い
。

一
一
、
強
一
芳
の
篤
め
に
起
る
成
分
の
型
化
の
最
大
た
る
は
合
水
提
議
で
、
糊
精
と
糖
分
b
t
増
加
し
て
澱
凱
仰
を
減
守
る
。
而
し
て
全
〈
褒
芽
し

た
い
粒
に
て
も
降
雨
に
・
曾
へ
ば
右
の
型
化
を
た
ず
。
叉
酸
度
も
増
加
す
る
を
認
め
る
。

一
二
、
小
委
の
組
蛋
白
質
量
に
於
て
は
さ
し
た
る
費
化
は
起
ら
ぬ
が
、
そ
の
質
的
の
費
化
は
認
め
ら
れ
る
。

一
三
、
酵
素
と
し
て
、
ヂ
ア
・
1
タ
1
吋
は
培
加
す
る
が
、
カ
タ
元
I
ゼ
は
一
般
に
減
少
す
る
。

本
試
験
は
書
研
島
丸
町
長
勉
藤
撞
哩
の
御
指
導
の
下
に
施
行
し
た
。
議
に
謹
ん
で
謝
意
を
表
す
る
。
併
せ
て
試
料
を
分
譲
下
さ
れ

附
記た

る
宮
崎
‘
熊
本
鯨
農
事
試
験
場
の
御
好
意
を
深
謝
す
る
。

円
昭
和
十
一
一
一
年
五
周

大
原
農
業
研
究
所
)

小
委
の
品
質
に
闘
す
る
研
究
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一
一
一
)
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